
2019年度　評価

確認手段としてWWFジャパンのチェックリストを使用しています。

※調査対象は、ミサワホームの木材調達指針と同じく、木質系工業化住宅の構造体のみです。

※年間木材使用量：136,495 ㎥/年　、年間使用原木量：272,990 ㎥/年

（樹種別）得点 個別評価

クルイン インドネシア 1.43% 100.00 S

ヒノキ 日本 0.29% 76.90 B

ダグラスファー カナダ 15.38% 70.97 B

カラマツ 日本 1.03% 67.41 B

カロフィラム パプアニューギニア 0.23% 67.20 B

セラヤ マレーシア 0.03% 67.20 B

カラマツ ロシア 11.75% 67.08 B

スギ 日本 0.83% 66.33 B

30.96%

スプルース フィンランド 32.41% 80.87 A

ドイツ 2.58% 74.80 B

スウェーデン 0.90% 70.17 B

フィンランド 3.62% 67.08 B

トドマツ 日本 4.43% 64.69 B

43.94%

カラマツ ロシア 3.72% 77.13 B

カラマツ 日本 0.30% 75.20 B

スギ 日本 2.79% 37.66 D

ポプラ 中国 2.75% 63.20 B

ラジアータパイン ニュージーランド 0.20% 74.80 B

9.76%

ドイツ 0.06% 74.80 B

フィンランド 8.93% 67.27 B

スウェーデン 0.24% 66.40 B

ベイヒバ カナダ 0.40% 69.20 B

トドマツ 日本 5.71% 66.40 B

15.34%

100% 72.24 B

WWFジャパン　森林・野生生物室　森林グループ長　相馬 真紀子（そうま　まきこ）
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➋　ＷＷＦジャパンのコメント

　ミサワホームの木材調達に関する2019年度評価は、WWFジャパンの「林産物調達チェックリスト」による評価で72.2点（B評価）となりま

した。2018年度比で3.9ポイント増と大幅に向上しています。全体的に認証材比率が増加しているほか、フィンランド材をはじめとする詳細調

査を実施されたことにより、点数が伸びています。そのほかにも、サラワク産材の調達を停止するなど、リスク管理をより追求されています。

　ミサワホームの木材調達は、ときには原木供給者までさかのぼって現地踏査を行い、サプライヤーには具体例を示しながら情報提供を促すな

ど、対話をとおした丁寧な情報収集に基づいて実施されています。今後も、トレーサビリティ確立による持続可能性の確認を一層強化され、業界

全体をリードしていかれることを期待します。

ＬＶＬ

計

➊　ＷＷＦジャパン　チェックリスト評価　

自己評価

仕入先企業への働きかけによって原木供給源の深掘り調査が進み、前年の評価を上回ることができました。未対応の仕入先への働きかけを継続します。昨

今の社会情勢や国の要請もあり、今後は国産材の利用拡大が見込まれます。引き続き国産の非認証材の詳細調査を強化し、更なるレベルアップを図りま

す。

チェックリスト評価 樹　種 国　名 使用比率（％）
チェックリスト評価
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